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① 7月17日 第１回指導力育成委員会報告（Ｌ脇村委員長）

② 7月31日 第１回キャビネット会議報告（Ｌ山本委員長）

③ 2014-15年度330複合地区 会員動静ほか（Ｌ橋口ＧＬＴｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

④ キャビネットからの報告事項（Ｌ上杉副幹事）

⑤ その他

5

① 公認ガイディングライオンセミナー開催について

② ＣＥＰへの取り組みについて

③ クラブ概況表について

④ その他

6 閉会挨拶

7 次回委員会開催日

議　　　題

①

指導力育成委員会Ｌ脇村委員長より報告された。

報告事項の概要

7月17日開催 第１回指導力育成委員会報告

第1回委員会ではメンバー各位の自己紹介、ガバナー諮問事項の確認並びに委員会活動

方針について協議し、クラブサクセス・CEP・会員維持委員会と協力して活動を進める事、

メンバーズマニュアルの更新を行い、地区ホームページに掲載する事などを共有した件が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司会・進行　Ｌ 伊藤 勝 副委員長

委員長挨拶

司会者・書記係の選任

前回議事録の承認

報告事項

審議事項

委　員　会　報　告

クラブサクセス・CEP・会員維持委員会

 L　山本康弘

　２０１５年　８　月　６　日　火 曜日　　　　１５時　４５分　～　１７時　４５分

キャビネット事務局 会議室（大）

　出席オブザーバー



議　　　題

②

③

□

GLTの構造は国際、複合、地区の各レベルにリーダーを配置し、ガバナーチームも含まれる。

地区レベルでは第２副地区ガバナー、RC、会員維持、指導力、会員交流等の各委員会が

GLTメンバーとなる。

□

□

現在「ＬＩＯＮ美食・美酒RUN(ミシュラン）」を発行するため記事出稿を募集している。

□

深刻な状況である件も報告された。

④

⑤

　 第1回委員会で参加が叶わなかった L 川村委員、 L 松村委員、 L 小川委員より

自己紹介がなされた。

Ｌ橋口ＧＬＴｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰより前期MD330クラブサクセス・会員維持委員会委員長としての

報告も併せて以下の説明がなされた。

GLT（グローバル指導力育成チーム）について

小冊子「ライオンズ業種別 メンバーズガイド」の発行が必要と考える。

キーワードを「感動と満足とメリット」として、メンバーのビジネスサポート、特典付与が可能な

330-C地区　年間入会者　333名、退会者242名　年度退会率72％（前期 64％）

330-A地区ではメンバー数20人以下のクラブが63％、10人以下が20％という

 キャビネットからの報告事項

Ｌ上杉副幹事より、今後のキャビネット会議日程について報告がなされた。

その他

小冊子「ライオンズ業種別 メンバーズガイド」について

時代の変化と共にライオンズクラブメンバーの経済環境も変化しており、退会防止のための

330複合地区の各地区会員動静について

330-A地区　年間入会者1374名、退会者507名　年度退会率37％（前期 98％）

330-B地区　年間入会者　609名、退会者492名　年度退会率81％（前期 96％）

L山本康弘より、今期キャビネット運営の本格スタートとなる第1回キャビネット会議が

滞りなく終了したが、当委員会の出席率が際立って低かったため、今後のキャビネット会議

会員維持施策についての提言について

クラブや地区を越えた交流を行うメンバーの退会率が低いことから、地区横断的な

「業種別部会」の結成を提言し、MD３３０で承認された。

では委員会メンバーの積極的な参加要請がなされた。

2014-15年度330複合地区 会員動静ほか

No.2

報告事項の概要

7月31日 第１回キャビネット会議報告



議　　　題

①

□

□

□

□ 講師はＬ進藤義夫キャビネット幹事に依頼し、委員会メンバーもサポートする。

② ＣＥＰへの取り組みについて

□

□

□

発するべきとの意見があった。

③ クラブ概況表について

□

□

作　成　者 　Ｌ 桂　太郎

公認ガイディングライオンセミナー開催について

当委員会が独自に活動することは望ましくない。ＧＬＴ、ＧＭＴチームとの緊密な

クラブメンバー数が20名以下で3年経過した場合は、クラブに対して何らかのアラートを

次回開催日時
　　　　　　場所

　２０１５年　９月　　３日　　木曜日　　　　１５時　４５分　～　１７時 ３０分

　キャビネット会議室（大）

現在地区ホームページにアップされている一覧表は表記が見づらいため、

フォーマットを更新する必要性について共有した。

次回委員会にてドラフトフォーマットの検討を行う。

CEPファシリテーターセミナーは前年度同様に開催する方向で今後検討する。

ＣＥＰプログラムが必要と思われるクラブの選定等、ＣＥＰに関連する取り組みは

リレーションが求められるため、ＧＬＴ、ＧＭＴ会議の進捗を注視しながら

引き続き検討、協議する。

参加対象者は原則として330-A地区メンバーとし、他地区メンバーからの参加要請があれば

対応する。

を指導力育成委員会にて行った後、休憩を挟んで「公認ガイディングライオン研修会」を

実施する。そのため、前期開催した内容を時間短縮して研修を行う必要がある。

リーダーシップが問われるRC・ZCのうち、公認ガイディングライオン研修会を受講済みの

メンバーは４８名中１３名に留まっており、出来るだけ早期開催が望ましいとの判断から、

１０月上旬実施で調整する。

No.3

審議経過事項の概要

指導力育成委員会との合同セミナーとし、「メンバーズマニュアル」に基づいた６０分の講習


